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「歴史ミステリ」が基本に 

 『邪馬台国はどこですか？』がデ

ビュー作であり、『タイムスリッ

プ・シリーズ』や『歴史はバーで作

られるシリーズ』などを見ても、「歴

史ミステリ」がこの作家の基本にな

っていることがよくわかる。短編作

品が多く、登場人物の何人かが謎に

ついて語り合う形式が多い。歴史の

謎については奇をてらった解釈が

登場することもある。 

 

 

 

 

 

 

 「どの順番」・『代表作』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以前の『代表作』の号では『邪馬

台国はどこですか？』『冷たい太陽』

『タイムスリップ森鴎外』の三作を

取り上げた。シリーズ物になってい

る作品も多く、一度読み始めると次

作も読んでみたくなってしまう。と

いうことで、今回は『新・世界の七

不思議』と『金閣寺に密室』の二冊

を紹介することにした。現在も活躍

中の比較的新しい作家なので、多く

の図書館にいずれかの本は置いて

あるはず。読んでみては…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯨統一郎『ベスト表』(再掲) 
 デビュー当時は覆面作家で、歴史を題材にしたミステリを得意とした鯨

統一郎。その『ベスト表』を再度取り上げることにした。その後内容・作

風・スタイルを拡げ、「本格謎解き」を追求した作品も出版している。 

『とんち探偵一休さん金閣寺に密室』    ２０００年祥伝社

ノン・ノベルス。鯨統一郎の一番初期の長編。室町時代の京都・建仁寺

の小坊主・一休を主人公にした作品の第一作。「とんちの一休さん」は

有名なので、そのキャラクターを生かした作りになっている。 

 冒頭は後の時代からの振り返りの内容からスタート。そして時代を遡

って応永１５年(１４０８年)の出来事。幕府の三代将軍だった足利義満

は北山第に金閣寺(鹿苑寺)を造営し、そこで政を執り行うようになっ

た。将軍職は息子の義持に譲ったものの実権は握ったままだった。初夏

のある日、その義満が金閣寺の最上層で首吊りの状態で死んでいるのが

見つかった。現場は完全なる密室(ここでは「ひそかむろ」と読ませて

いる)。自殺の原因はまったく考えられず謎だけが残された。この謎を

解くように依頼されたのが一休。一休は能楽者の世阿弥や検使官の新右

衛門の助けを借りて推理を積み重ねていく展開。その仰天の結末は…。 
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《鯨統一郎作品のベスト表》 

１．邪馬台国はどこですか？(短) 

２．新･世界の七不思議(短) 

３．九つのメルヘン(短) 

４．パラドックス学園 

５．新･日本の七不思議(短) 

６．ミステリアス学園(短) 

７．金閣寺に密室 

８．KAIKETSU!赤頭巾侍(短) 

９．なみだ研究所へようこそ(短) 

１０．なみだ特捜班におまかせ(短) 

１１．ふたりのシンデレラ 

１２．文章魔界道 

１３．謎解き道中(短) 

１４．文豪たちの怪しい宴(短) 

１５．冷たい太陽 

１６．邪馬台国殺人紀行(短) 

１７．堀アンナの事件簿１(短) 

１８．タイムスリップ森鴎外 

１９．金閣寺は燃えているか? 

２０．包丁人轟桃次郎(短) 

２１．月に吠えろ!(短) 

２２．山内一豊の妻の推理帖(短) 

２３．堀アンナの事件簿２(短) 

２４．マグレと都市伝説(短) 

２５．白骨の語り部 

２６．タイムスリップ紫式部 

２７．なみだ学習塾をよろしく(短) 

２８．京都陰陽師の殺人 

２９．崇徳院を追いかけて 

３０．みなとみらいで捕まえて(短) 

３１．今宵バーで謎解きを(短) 

３２．｢神田川｣見立て殺人(短) 

３３．銀幕のメッセージ(短) 

３４．空海 七つの奇蹟(短) 

３５．幕末時そば伝(異譚千早振る)(短) 

３６．横浜の｢佐藤さん｣殺人事件 

３７．すべての美人は名探偵である 

３８．ファンタジスタどこにいる？ハッとしてトリック 

３９. タイムスリップ信長＆三国志 

４０．哲学探偵(短) 

４１．浦島太郎の真相(短) 

４２．タイムスリップ明治維新 

４３．富士山大噴火 

４４．隕石誘拐 宮沢賢治の迷宮 

４５．北京原人の日 

４６．ルピアンの秘密 

 

 

 

 

『新・世界の七不思議』    ２００５年創元推理文庫。デビュ

ー作『邪馬台国はどこですか？』の続編として雑誌『ミステリーズ！』

に連載された七編の短編を集めた短編集。バーに集まった人物たちが歴

史を題材にした謎について語り合う形式は変わらない。 

 今回仲間に加わるのはペンシルバニア大学教授のジョゼフ・ハートマ

ン。京都旅行にいくつもりがなぜかキャンセルされて、歴史学者・早乙

女静香に連れられてバー〈スリーバレー〉に。そこで出会う在野の歴史

研究家・宮田六郎と歴史談義を繰り広げる。傍に控えているのがバーテ

ンダーの松永というのがポイント。本作では世界の七不思議が題材とな

る。アトランティス大陸、ストーンヘンジ、ピラミッド、ノアの方舟、

秦の始皇帝、ナスカの地上絵、イースター島のモアイ像と続く。いつの

時代に…誰が…どんな目的で…どのような方法で…と考えていくと、謎

だらけの問題ばかり。鯨統一郎はどんな結論をつけていくのか…。 


